「女性先端科学者セミナーⅠ」報告書
複合現象科学専攻　D1　岩下友子
日時：2010年10月25日(月)16:00〜17:30
場所：奈良女子大学　新B棟　B1207教室
講師：花垣和則　氏(大阪大学大学院理学研究科　准教授)
講演題目： 巨大加速器で探る初期宇宙
参加者数：15名
概要・感想：
　花垣先生はスイス・ジュネーブ郊外にある欧州原子核研究機構(CERN)におけるATLAS実験に参加しておられます。ATLAS実験ではヒッグスボソンや超対称性粒子の探索・研究を行っている高エネルギー実験です。LHCと呼ばれる巨大加速器を用いて加速した陽子と陽子を衝突させ高エネルギー状態を作り、ヒッグスボソンや超対称性粒子を生成させ、衝突地点を囲むように作られたATLAS検出器で生成された粒子を観測します。
　この講演は高エネルギー研究室の学生だけでなく他研究室の学生も聴講するということで、素粒子物理の基礎の部分からとてもわかりやすく講演していただきました。内容は素粒子物理の基礎から現在研究されている話題に及び、タイトルにもある巨大加速器・LHCの概要やATLAS検出器の概要や建設の話など多岐にわたりました。特にLHCやATLASの話では実際の建設当時の話を花垣先生ご自身の経験を交えて話していただきました。

LHCは高エネルギー物理において最近のホットな話題であり、またビッグバンやブラックホールといった比較的なじみのある話題も盛り込まれており、他研究室の学生の方々にも大変興味を持てる様子でした。講演中には花垣先生のお話や冗談に笑いも上がるなど、とても和やかな雰囲気でした。講演後の質疑応答では学生からの質問もあり、盛り上がりを見せました。
[image: image1.emf]最後になりましたが、お忙しい所奈良まで足を運んでくださった花垣先生に深くお礼申し上げます。本当にありがとうございました。

左図：花垣先生講演資料より
